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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの概要  

１．現況 

(1) 法人名 

   地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 

(2) 本部の所在地 

  千葉県東金市東岩崎１番地１ 

(3) 設 立：平成２２年１０月１日法人設立 

(4) 役員の状況(平成２４年３月３１日現在) 

理事長：平澤 博之 

理 事：石原 照子、原田 修、篠崎 純（非常勤）、横須賀 收（非常勤）、大川 昌権（非常勤） 

監 事：白土 英成 

 (5) 職員数(平成２４年３月３１日現在) 

     常勤職員：１２ 非常勤職員：１ 
 

２．設置・運営予定病院 

(1) 病院の概要 

病院名：東千葉メディカルセンター（平成２４年３月２３日病院名変更） 

所在地：千葉県東金市丘山台三丁目６番２ 

開 院：平成２６年４月１日開院予定 

病床数：３１４床（救命救急センター（ＩＣＵ：１０床・ＨＣＵ：１０床）、一般２９４床）（開院時１４６床） 

診療科： ２２科 

医 師： ５６人（開院時 ３０人 研修医含む。） 

看護師：２８６人（開院時１２９人） 

(2) 基本理念 

患者の権利を尊重し、救急医療・急性期医療を核とした地域中核病院として地域住民に信頼される高度で安全な医療を
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行います。 

(3) 基本方針 

○ 救命救急センターを併設して２４時間、３６５日の救急医療の提供を行います。 

○ 高度な専門医療の提供を行い、地域住民の生命と健康を守ります。 

○ 常に安全・安心の医療を行います。 

○ 患者の権利を尊重し、常に患者第一の医療提供を行います。 

○ 医療連携を推進し、地域の患者により良い医療を提供します。 

○ 地域の中核病院として、地域医療機関と密接な連携を図ります。 

○ 医療従事者の教育・研修に努め、継続的に地域における医療の質の向上を図ります。 

○ 千葉大学医学部・同附属病院と密接に連携して診療を行います。 

○ 健全経営に努めるとともに、生き生きとした職場づくりに努めます。 

○ 地域の保健・医療に貢献するため、地域中核病院としての役割を担います。 

 

３．東千葉メディカルセンターの位置づけ 

山武長生夷隅保健医療圏の主要疾病（がん、心疾患、脳血管疾患）死亡数は、全県と比較して多い状況だが、その一

方で治療に当たる医師や看護師をはじめとする医療従事者数は、全県と比較して少ない状況にある。 

山武地域の救急搬送状況（山武郡市消防本部管内）をみると、平成１８年から平成２２年まで、救急患者の４０％前

後が圏域外の医療機関に搬送される状況が続いている。 

また、本医療圏には救命救急センターが整備されていないため、重篤救急患者は、印旛あるいは香取海匝、安房、千

葉圏域などの三次救急医療機関に依存しており、三次救急医療体制の確立が急務となっている。 
こうした現状を踏まえ、山武長生夷隅保健医療圏における救急医療を中心とした医療提供体制の整備は不可欠であり、

東千葉メディカルセンターが提供する医療は救急医療・急性期医療を軸とし、また、地域における救急医療機関相互の

連携体制を確保するための中核病院として機能することが求められている。また、救急以外の疾病に対しても中核病院

としての役割を担うことが期待されている。 
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平成２３年度における全体的な状況  

１．平成２３年度の総括と課題 
地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターは、平成２２年１０月１日に設立され、平成２２年度から平成２５年

度までを中期目標・中期計画の期間として事業を推進し、平成２６年４月１日の開院を目指している。 
平成２２年度から平成２５年度までの中期目標・中期計画の期間は、病院開院に向けた準備期間にあたることから、病

院建設に係る設計、建設事業を行うとともに、医師・看護師等の人材の確保を図り、病院運営の仕組みを構築し、併せ

てこれらを推進するための資金の確保・調達をしていかなければならない重要な期間にあたる。 
平成２３年度は、前年度よりも法人役員(理事)及び法人職員を増員し、業務執行体制の充実強化を図ってきた。また、

これまで法人名称と病院名称とを同一名称としてきたが、当該医療圏で唯一の三次救急を担う医療機関として周辺地域

との連携・協力・支援を得ていく上で広域性のある名称にするため、また所在地がわかりやすく、かつ覚えやすい名称

とするため、設立団体の理解を得て、平成２４年３月２３日付けで病院名を「東千葉メディカルセンター」に変更した。 
医師確保については、千葉大学医学部において平成２４年度に向けた特任教授の公募と選任が行われるとともに、看

護師確保についても、平成２４年度に向けた採用募集を行い、また、看護学生への奨学金の募集も行い、おおむね当初

の見込みを達成することができた。 
平成２３年度の主要事業のひとつである実施設計委託業務については、予定どおり完了するとともに、建築確認その

他の法手続きも行ってきた。建設工事の発注については、平成２４年３月２７日に当該工事の入札を予定していたが、

不調となったため、設計の見直し等を行い、再入札の準備を進めた。 
平成２４年度は、再入札の準備を迅速に進め、早急に工事施工業者を選定するとともに、工事が円滑に進捗するよう周

辺の住民や企業に説明会等を行うとともに、工事の安全確保、近隣迷惑の防止等に努め、計画どおり東千葉メディカル

センターの建設工事を推進することとする。 
（注：建設工事については、再入札により平成２４年４月２６日に㈱大林組が落札し、翌２７日に契約した。） 

 
２．大項目ごとの特記事項 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質に関する目標を達成するためとるべき措置 

  ・設立団体より引き継いだ『地域医療センター基本設計図書』及び『地域医療センター建築敷地地質調査報告書』に

基づき、平成２３年度年度計画で定めた病院本棟ほか附属施設の実施設計図書の作成を完了した。 

－
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・建設工事の発注にあたり有識者等の意見を聞くため、「建設工事発注検討委員会」を設置した。当該委員会の提言 

を踏まえ、発注方法については、病院本棟ほか附属施設を含め一括発注とし、制限付き一般競争入札によることと

した。 

・平成２４年３月２７日に建設工事の入札を予定していたが、不調となったため、設計の見直し等を行い、再入札

の準備を進めた。（注：再入札により平成２４年４月２６日に㈱大林組が 8,179,500 千円で落札し、翌２７日に同

額にて契約した。） 
・医師確保については、千葉大学医学部において平成２４年度に向けた特任教授の公募と選任が行われた。 
・看護師確保については、平成２４年度採用予定者の公募を行い、予定数の採用を行った。 
・看護学生に対する奨学金については、平成２３年度分に係る応募者は予定数に満たなかったが、平成２４年度分に

ついては、予定数を上回る応募申請があり、看護学生の確保もおおむね予定どおり進捗している。 
・医師会その他各種の医療関係団体に加入し、今後、地域医療連携を進めるための環境づくりを推進した。 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

・医療情報システム導入業務作業実施計画書に基づき、医療情報システム基本計画書を策定した。 

・政令８業務を含む外部委託に関する基本方針に基づき、業務委託基本計画を策定した。 
第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

・病院本棟ほか附属施設の設計にあたっては、公立病院改革ガイドラインを踏まえ整備費の抑制を考慮した設計内容

とした。 

・人事労務制度基本設計書に基づき非公務員による運営であることを踏まえた給与制度とするため、未整備であった

医療職関係の給与規程等を整えた。 

第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置、予算・収支計画・資金計画等 

・東金市及び九十九里町からの貸付金・負担金を財源として実施設計業務を委託し、病院本棟ほか附属施設の実施設

計図書の作成が完了した。(実施設計業務委託金額 138,960 千円) 

・医療センターニュースを発行するほか、新たにホームページを立ち上げ、地域に対する広報の環境を整えた。(平

成２３年度末ホームページアクセス件数 約３８，０００件) 

 

－
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 平成２３事業年度 年度計画評価表(案) 

項目番号 年 度 計 画 
実施

状況

地方独立行政法人 評価委員会評価 

大 中 小 内  容 
目 標

数値等
自己評価 

評

価

評

価

評価の判断理由・評価に

対するコメントなど 

1   住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

 1  医療センターの医療機能       
   ・救命救急センターを併設し、救急医療（一

次・二次・三次）急性期医療を核とした医

療の提供が行える地域の中核病院を建設す

るための体制を整える。 
・千葉大学医学部・同附属病院との密接な連

携を構築し、人材の確保及び病院施設建設

のための設計を行う。 
・４疾病（がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖

尿病）４事業（救急医療・災害医療・周産

期医療・小児医療）に対応した医療機能を

確保するための体制を整える。 

 実施 ・組織体制の強化、関係諸規程の追加整

備及び見直し等を図り、地域の中核病

院としての医療機能及び４疾病、４事

業に対応した医療機能を確保するため

の人員体制等を整えた。 

理事(Ｈ２２) ３人→(Ｈ２３)  ５人 

職員(Ｈ２２) ４人→(Ｈ２３)１２人 

・基本設計に基づき、千葉大学医学部・

同附属病院と連携し、４疾病４事業に

も対応可能な医療機能を有する実施設

計図書を作成した。 

3  

 2  医療センターの施設整備       
  (1) 平成２２年度に東金市・九十九里町から出資

を受けた『地域医療センター基本設計図書』及

び『地域医療センター建築敷地地質調査報告

書』に基づき、下記内容について、工事実施の

ために必要な実施設計図書を作成する。 
・病院本棟及び防災倉庫・エネルギー棟 
・保育所 
・ドクターヘリ・ヘリポート 
・外構 

 実施 ・設立団体より引き継いだ『地域医療セ

ンター基本設計図書』及び『地域医療

センター建築敷地地質調査報告書』に

基づき、病院本棟ほか附属施設の実施

設計図書を作成した。 

・建設工事の発注にあたり有識者等の意

見を聞くため、「建設工事発注検討委員

会」を設置した。 

・建設工事発注検討委員会の提言を踏ま

え、発注方法については、病院本棟ほ

か附属施設を含め一括発注とした。 

－
６

－
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      ・施工者選定方式については入札参加資

格は単独、ＪＶを問わない制限付き一

般競争入札を採用し、低入札の際の品

質確保の担保として低入札価格調査及

び瑕疵担保責任期間を５年とした。ま

た施工者の技術を生かしたコスト低減

を図るため契約時交渉方式を採用し

た。 

・建設工事の発注については、平成２４

年３月２７日に当該工事の入札を予定

していたが、不調となったため、設計

の見直し等を行い、再入札の準備を進

めた。 

(注：建設工事については、再入札によ

り平成２４年４月２６日に㈱大林組が

8,179,500 千円で落札し、翌２７日に

同額にて契約した。) 

   

  (2) 工事の着手に法令上必要となる下記の諸手

続を行う。 
・都市計画法第２９条の規定に基づく『開発

行為許可』 
・建築基準法第６条の規定に基づく『建築確

認』その他 

 実施 ・都市計画法第２９条の規定に基づく開

発行為許可申請の手続きを行った。 

(平成２３年１０月１３日当初許可） 

(平成２４年２月２０日変更許可） 

・建築基準法第６条の規定に基づく建築

確認申請の手続きを行った。 

(平成２４年４月３日確認通知） 

 

3   

  (3) 医師・看護師宿舎については、プレハブ形式

を基本とした発注方法等の検討を進める。 
 実施 医師・看護師宿舎については、利用者

の安全性に配慮するとともに、プレハブ

形式を採用した。 

－
７

－

3   

  (4) 保育所、医師・看護師宿舎については、隣

地との住環境の調和や防犯に配慮した施設整

備とする。 

 実施 保育所、医師・看護師宿舎については、

住環境・防犯に配慮した実施設計とした。

3   
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  (5) 工事を実施するのに必要な全体工程を策定

する。 
 実施 工事実施に必要な全体工程表を作成し

た。 

 

3   

  (6) その他 
・ユニバーサルデザインについて、基本設

計における考え方をもとに外来部門を中

心としてさらに詳細な検討・設計を行う。

・技術革新による医療機能の変化及び社会

状況の変化による病院機能の将来的な拡

充やプラン変更について、基本設計にお

ける考え方をもとにさらに具体的な検

討・設計を行う。 
・ドクターヘリ・ヘリポートは、基本設計に

おける考え方をもとに地域住民の住環境

への影響の少ない進入及び着陸空域の詳

細な設定をする。 

 実施 その他 

・外来部門を中心として、ユニバーサ

ルデザインを採用する実施設計とし

た。 

・病院機能の将来的な拡充やプラン変

更に対応できる実施設計とした。 

・障害者にも使いやすい病院とするた

め平成２３年８月１１日に障害者福

祉団体連絡協議会と意見交換を行っ

た。その際の意見も参考として実施

設計を行った。 

・ドクターヘリ・ヘリポートは航空法

に適合し、かつ敷地内において可能

な限り地域住民の住環境への影響の

少ない進入及び着陸空域を設定し

た。 

3   

 3   医療センターの設備整備       
  (1) 病院本棟及びエネルギー棟の設備整備は基

本設計に基づき、次により実施設計を行なう。

・事業費を踏まえた、イニシャルコスト、ラ

ンニングコスト等の比較による省エネル

ギー対応の検討と方針の決定 
・各部門の機能、部屋の広さ、役割に対応し

た設備容量の決定 

 実施  病院本棟及びエネルギー棟の設備整備

は基本設計に基づき、次により実施設計

を行なった。 

・イニシャルコスト、ランニングコス

トを検討した結果、空調ポンプ、外

気調和機等について省エネルギー設

備を導入することとした。 

・各部門の機能、部屋の広さ、役割に

対応した設備容量とした。 

－
８

－
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   ・諸室内の医療機器配置等に対応した衛生

器具、空調機器の配置 
・諸室の機能に対応した医療ガスアウトレ

ットの配置 
・災害時の医療活動を考慮したライフライ

ンの系統分け 
・メンテナンス性や使い勝手を考慮した設

備仕様の決定、配置 
・災害に対応した非常用電源（自家発電設

備等）としての適正な設備容量の決定 

  ・諸室内の医療機器配置等に対応した

衛生器具、空調機器を配置した。 

・諸室の機能に対応するよう医療ガス

アウトレットの配置を行った。 

・災害時の医療活動を考慮し、エネル

ギー源の多重化を図った。 

・メンテナンス性や使い勝手を考慮し

た設備仕様の決定、配置を行った。

・災害に対応した非常用電源としての

設備容量を算出し採用した。 

   

  (2) 主要な放射線関連医療機器等の整備計画の

見直し、更新を図る。 
 実施 医療機器整備計画に基づき、什器備品

配置案の作成及び選定、発注ルールの検

討を行った。 

 

3   

  (3) 医師看護師宿舎の設備整備は次の事項を配

慮して仕様を検討し、決定する。 
・火災、事故等を予防できる安全な設備 
・医師、看護師の多様な勤務形態にも使い

やすい設備 

 実施 医師看護師宿舎の設備整備は、火災、

事故等を予防でき、医師、看護師の多様

な勤務形態にも使いやすい設備とした。

3   

  (4) 院内保育所の設備整備は基本設計に基づ

き、次により実施設計を行なう。 
・通常保育のほか、体調不良児の保育にも

対応できる設備 
・安全性、快適性に配慮した空調、衛生設

備 
・火災、事故等を予防できる安全な設備 
 

 実施 院内保育所の設備整備は、体調不良児

の保育にも対応可能で、安全性、快適性

に配慮した空調、衛生設備を配し、火災、

事故等を予防できる安全な設備とした。

 

－
９

－

3   

 4   医療センターの人材確保       
    ・医師に関しては、千葉大学医学部・同附属

病院と共同の臨床教育システム（千葉大学

医学部附属病院東金九十九里地域臨床教

育センター）を応用した医師派遣システム

 実施 ・医師に関しては、医師派遣システム導

入のため、千葉大学医学部・同附属病

院と共同して、臨床教育センターの設

置事務を進めた。 

3   

 - 9 -
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   を導入するため、千葉大学医学部・同附属

病院と共同して、臨床教育センターの設置

事務を進める。 
・看護師に関しては、人材確保のための専門

体制を整えるとともに、募集活動を開始す

る。 
・将来に向けた看護師の育成と安定的な確保

を図るため奨学金制度の運用を開始する。

・看護実践の場においてリーダーとなる人材

を育成・確保し高水準の看護を提供するた

め、認定看護師の資格取得のための支援を

開始する。平成２３年度には公募を実施

し、平成２４年度に採用する。 
・千葉大学、千葉県立保健医療大学、城西国

際大学等の教育機関と連携し、看護師、薬

剤師その他の人材の確保の基盤を整える。

  ・平成２４年度採用予定看護師の募集を

行い、予定数５人の採用を行った。ま

た、平成２４年度以降の採用看護師の

研修を行うため、受入先予定の千葉大

学医学部附属病院と協議を行い研修の

ための体制を整えた。 

・看護師に関しては、看護部長の就任に

より募集体制を整え、全国の看護師養

成施設等を訪問し、奨学金制度の説明

を含め、募集活動を実施した。 

  訪問施設総数 ８３施設 

  奨学金給付者 ８人(計画１５人) 

奨学金受給者８人の内訳  

平成２４年４月採用予定 １人

    平成２５年４月採用予定 ３人

    平成２６年４月採用予定 ４人

（平成２３年度に東金市看護師養成奨

学資金貸付条例が制定され、医療センタ

ーに係る奨学金制度が別に整えられ、平

成２４年度から城西国際大学看護学部

学生１５人が奨学金の給付を受けるこ

ととなった。） 

・認定看護師資格取得支援として６人分

を公募したが、平成２３年度内での応

募はなかった。当該制度については、

平成２４年度も引き続き行うこととす

る。 

・平成２８年度までの「医師、看護師、

コメディカル職員、事務職員」につい

ての各採用計画を策定し、人材確保の

基盤とした。 

   

 5   医師会や地域の医療機関等との連携       

－
10

－
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   地域完結型の医療提供を行うため、行政機関

と連携し、県及び郡医師会、近隣医療機関等と

急性期医療や慢性期疾患に対する医療等の医

療機能の役割分担を推進する取組みを進める。

 実施 ・平成２３年度から医師会等との連携の

基本となる山武郡市医師会、千葉県医

師会、日本医師会に加入した。 

・平成２４年２月１３日に地域医療の協

議組織である山武地域医療協議会に加

入した。 

・千葉県、県病院局、千葉大学医学部附

属病院等と地域連携その他を今後協議

していくための連携協議会設立に向け

た事前協議を行った。 

3   

2   業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

 1  効率的で財政上も健全な運営方法の確立      
   ・平成２２年度に作成した病院全体の医療情報

システム構築のための計画に基づき、医療セ

ンターが目指す機能を考慮した医療情報シ

ステムの基本となる計画を策定する。 
・政令８業務を含む外部委託に関する基本方針

に基づき、委託する業務を精査する。 

 実施 ・医療情報システム導入業務作業実施計

画書に基づき、医療情報システム基本

計画書の策定及び調整を行った。 

・政令８業務を含む外部委託に関する基

本方針に基づき、業務委託基本計画を

策定した。 

3   

 2  魅力ある人事・給与制度の確立      
   平成２２年度に策定した人事評価制度、給与

制度、退職金制度、前歴加算制度等の各基本方

針を定めた人事制度基本設計に基づき、地方独

立行政法人としての有利性を生かした人事・給

与制度の仕組みづくりを進める。 

 実施 医療職(看護師)の給与制度を整えるた

め、人事労務制度基本設計書に基づき給

与規程等を整備した。 

 

 

－
11

－

3   

 3   会計制度の整備と運用      
   地方独立行政法人の財務会計制度を生かし、

柔軟な運用が行えるよう会計規程の見直しや、

帳簿組織を確立するために更なる精査・検討を

行う。 

 実施 建設工事の契約を踏まえ、契約規程の

一部を改正した。財務会計を基本である

手作業による伝票方式の帳簿からパソコ

ンにより集計する帳簿方式に改めた。 

3   

3   財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 1   健全な経営基盤の確立      

 - 11 -
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  (1) 権限と責任の所在を明確にした組織の確立       
   平成２５年度までに病院開設後必要となる

組織計画を策定するため必要な検討等を行う。

 実施 前年度に引き続き、病院開設後必要と

なる組織計画を策定するため、組織規程

等の一部改正や必要な検討等を行った。

3   

  (2)  経営情報システムの構築      
   平成２２年度に作成した病院全体の医療情

報システム構築のための計画に基づき、医療セ

ンターが目指す機能を考慮した医療情報シス

テムの基本となる計画を策定する。（再掲） 

 実施 医療情報システム導入業務作業実施計

画書に基づき、医療情報システム基本計

画書の策定及び調整を行った。（再掲） 

 

3   

 2   支出の適正化      
  (1)  建築関連       
   起債償還、メンテナンス等の将来的な経営負

担と医療センターに必要な機能や効率性の確

保についてバランスのとれた実施設計を行う。

特に、公立病院改革ガイドラインに基づく整備

費の抑制の方針を順守する設計とする。 

 実施 公立病院改革ガイドラインを踏まえ、

整備費の抑制を考慮した設計内容とし

た。 

 

 

3   

  (2)  人件費関連      
   医師、看護師等の給与等については、非公務

員による運営であることを踏まえた給与制度

の構築を図る。 

 実施 医療職(看護師)の給与制度を整えるた

め、人事労務制度基本設計書に基づき給

与規程等を整備した。（再掲） 

－
12

－ 3   

  (3) 経営シミュレーションの実施      
   医療制度、診療報酬制度の改定、実施設計に

よる建設費の確定等にあわせ、必要に応じ将来

的な財務内容の適正化及び健全化の見通しを

立てるため、随時経営シミュレーションの見直

しを行う。 

 － 本年度においては収支シミュレーショ

ンの見直しを必要とする大きな制度変更

がなかったため見直しは実施していない

が、引き続き、必要に応じてのシミュレ

ーションは行うこととする。 

－   

4   その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置 

 1  実施スケジュールの確立      

 - 12 -
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   平成２３年度の実施スケジュールは次のと

おりとする。 
項 目 平成２３年度 

管理運営体制 事業執行体制の拡充強化 

施設建築関係等 実施設計 

医師確保 臨床教育センターの設置

事務 
看護師等のコメ

ディカルの確保 
・看護師確保のため、パン

フレット等によるＰＲ

活動や看護師養成機関

等の訪問 
・看護師奨学金制度を活用

した学生・大学院生への

奨学金の支給 
・認定看護師資格取得費用

支給要綱の確立による

資格取得支援 
・薬剤師、臨床検査技師等

の募集手法の検討・募集

の着手 
 

 実施 ・事務執行体制の充実強化を図るため、

人員体制等を整えた。 

理事(Ｈ２２) ３人→(Ｈ２３)  ５人 

職員(Ｈ２２) ４人→(Ｈ２３)１２人 

(一部再掲)

・東金市及び九十九里町からの貸付金・

負担金を財源として実施設計業務を委

託し、病院本棟ほか附属施設の実施設

計図書の作成が完了した。(実施設計業

務委託金額 138,960 千円) 

・実施設計と並行し、千葉大学医学部と

臨床教育センターの設置に係る事務協

議を進めた。 

・看護師に関しては、看護部長の就任に

より募集体制を整え、全国の看護師養

成施設等訪問し、奨学金制度の説明を

含め、募集活動を実施した。 

  訪問施設総数 ８３施設 

  奨学金給付者 ８人(計画１５人) 

奨学金受給者８人の内訳  

平成２４年４月採用予定 １人

    平成２５年４月採用予定 ３人

    平成２６年４月採用予定 ４人

(再掲)

・認定看護師資格取得支援として６人分

を公募したが、平成２３年度内での応

募はなかった。当該制度については、

平成２４年度も引き続き行うこととす

る。            (再掲)

・平成２８年度までの「医師、看護師、

コメディカル職員、事務職員」につい

ての各採用計画を策定し、人材確保の

基盤とした。        (再掲)

3   

－
13

－
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 2   財政負担の原則      
   施設及び整備に関する計画（平成２３年度） 

施設及び設

備の内容 予 定 額 財  源 

実施設計 総額１７２

百万円 

東金市及び九十

九里町からの負

担金及び貸付金
 

 実施 東金市及び九十九里町からの貸付金・

負担金を財源として実施設計業務を委託

し、病院本棟ほか附属施設の実施設計図

書の作成が完了した。 

(実施設計業務委託金額 138,960 千円) 

(再掲)

3   

 3   地域に対する広報等      
   ・東金市及び九十九里町と協議し、医療センターの整

備状況等を定期的に広報する。 
・住民に開かれた医療センターとするため、情報提供

と情報公開を推進する。 

実施 ・医療センターニュース（１回発行）を

発行するほか、新たにホームページを

立ち上げ、地域に対する広報の環境を

整えた。(平成２３年度末ホームページ

アクセス件数 約３８，０００件) 

・看護師募集その他については、設立団

体の発行する広報も活用し、柔軟な広

報活動を推進した。 

・薬剤師会、住民団体、障害者団体等か

らの要請に応じて適宜に説明会を開催

した。 

3   

5    予算(人件費の見積もりを含む)、収支計画及び資金計画 

     － 省略(財務諸表等による) －   

6   短期借入金の限度額 

     － ・平成２３年度における短期借入金はな

い 
－

  

7   重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

     － ・平成２３年度においては、重要な財産

の譲渡等に関する計画はない。 
－

  

8   剰余金の使途 

－
14

－
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     － ・平成２３年度においては、該当する剰

余金はない。 
－

  

9   料金に関する事項 

     － ・平成２３年度においては、該当する料

金はない。 
－

  

10   その他業務運営に関する重要事項（平成２３年度） 

  (1) 施設及び設備に関する計画 

 

－ ・「第 1 住民に対して提供するサービスそ

の他の業務の質の向上に関する目標

を達成するためとるべき措置」で記載

したとおり計画どおり実施した。 

－  

 

  (2) 積立金の処分に関する計画 
 － ・平成２３年度においては、積立金の処

分に関する計画はない。 
－

  

 

－
15

－



(第2期事業年度)

至　平成24年 3月31日

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

 第2号議案　平成23年度財務諸表に対する意見の聴取について

財 務 諸 表

平成23年度

自　平成23年 4月 1日
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

【単位：円】

資産の部 負債の部

Ⅰ固定資産 Ⅰ固定負債

1 有形固定資産 資産見返運営費負担金 6,720,000

土地 905,510,550 建設仮勘定見返運営費負担金 60,000

建物 長期寄附金債務

構築物 長期借入金 1,044,400,000

器械備品 退職給付引当金 1,396,400

建設仮勘定 224,195,850 固定負債合計 1,052,576,400

その他有形固定資産

有形固定資産合計 1,129,706,400 Ⅱ流動負債

短期借入金

2 無形固定資産

ソフトウエア 医業未払金

その他無形固定資産 医業外未払金 24,075,872

無形固定資産合計 0 預り金 332,421

運営費負担金債務 10,075,777

3 投資その他の資産 賞与引当金

長期前払費用 その他流動負債

長期貸付金 6,720,000 流動負債合計 34,484,070

その他投資資産 負債合計 1,087,060,470

投資その他の資産合計 6,720,000

固定資産合計 1,136,426,400 純資産の部

Ⅰ 資本金 95,235,850

設立団体出資金(東金市) 70,093,585

Ⅱ流動資産 25,142,265

現金及び預金 45,908,439 Ⅱ 資本剰余金 10,550

医業未収金 資本剰余金 10,550

貸倒引当金 Ⅲ 利益剰余金

45,908,439 積立金 2,074

未収金 当期未処分利益 25,895

医薬品 (うち当期総利益) (25,895)

その他流動資産 利益剰余金合計 27,969

流動資産合計 45,908,439 純資産合計 95,274,369

資産合計 1,182,334,839 負債純資産合計 1,182,334,839

貸借対照表
(平成24年3月31日)

一年以内返済予定長期借入金

設立団体出資金(九十九里町)

-18-



地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

【単位：円】

営業収益

医業収益

運営費負担金収益 154,064,047

資産見返運営費負担金戻入

その他営業収益

営業収益合計 154,064,047

営業費用

医業費用

一般管理費

給与費 124,796,381

経費 29,267,666 154,064,047

営業費用合計 154,064,047

営業利益(△は営業損失) 0

営業外収益

運営費負担金収益 16,803,847

財務収益 25,285

その他営業外収益 610

営業外収益合計 16,829,742

営業外費用

財務費用 16,803,847

その他営業外費用

営業外費用合計 16,803,847

経常利益(△は経常損失) 25,895

臨時損失

当期純利益(△は当期純損失) 25,895

目的積立金取崩額

当期総利益(△は当期総損失) 25,895

損益計算書
(平成23年4月1日～平成24年3月31日)
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

【単位：円】

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

材料の購入による支出

人件費支出 △ 125,905,778

その他の業務支出 △ 23,108,670

医業収入

運営費負担金収入 185,792,000

補助金等収入

その他 610

小計 36,778,162

利息の受取額 25,285

利息の支払額 △ 16,803,847

業務活動によるキャッシュ・フロー 19,999,600

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 138,960,000

有形固定資産の売却による収入

投資資産の取得による支出 △ 6,720,000

運営費負担金収入 6,780,000

補助金等収入

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 138,900,000

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 138,900,000

長期借入金の返済による支出

運営費負担金収入

金銭出資の受入れによる収入

財務活動によるキャッシュ・フロー 138,900,000

Ⅳ　資金増加額(△は資金減少額) 19,999,600

Ⅴ　資金期首残高 25,908,839

Ⅵ　資金期末残高 45,908,439

注記事項

資金の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の内訳は、次のとおりです。

現金及び預金 45,908,439円

資金期末残高 45,908,439円

キャッシュ・フロー計算書
(平成23年4月1日～平成24年3月31日)
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

【単位：円】

科目

Ⅰ　当期未処分利益 25,895

当期総利益 25,895

Ⅱ　利益処分額

積立金 25,895 25,895

金額

利益の処分に関する書類
(平成24年5月24日)
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

【単位：円】

Ⅰ　業務費用

(1)損益計算書上の費用

医業費用

一般管理費 154,064,047

営業外費用 16,803,847

臨時損失 170,867,894

(2)(控除)自己収入等

医業収益

寄附金収益

受託収入

その他営業収益

その他営業外収益等 △ 25,895 △ 25,895

業務費用合計 170,841,999

(うち　減価償却充当補助金相当額)

Ⅱ　機会費用

1,166,651

地方公共団体出資の機会費用 941,034 2,107,685

Ⅲ　行政サービス実施コスト 172,949,684

科目 金額

行政サービス実施コスト計算書
(平成23年4月1日～平成24年3月31日)

国又は地方公共団体財産の無償又は減額さ
れた使用料による貸借取引の機会費用
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注記事項 

 

 重要な会計方針 

 １．運営費負担金収益及び運営費交付金収益の計上基準 

  期間進行基準を採用しています。 

 

 ２．退職給付に係る引当金の計上基準 

  職員の退職給付に備えるため、期末自己都合要支給額を計上しています。 

 

 ３．賞与引当金の計上基準 

  中期計画の予算において、賞与に係る財源を措置しているため、賞与引当金を計上し

ていません。 

 

 ４．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法 

  ⑴ 国又は地方公共団体財産の無償又は減額された使用料による貸借取引の機会費用 

   の計算方法 

    東金市行政財産使用料条例に基づき、使用料を算定しています。 

  ⑵ 地方公共団体出資の機会費用の計算方法 

    新発 10 年国債の平成 24 年 3 月末利回りを参考に 0.988%で計算しています。 

 

 ５．消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は、税込み方式によっています。 
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附 属 明 細 書
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【単位：円】

当期償却額

建物

構築物

建設仮勘定 85,235,850 138,960,000 224,195,850 224,195,850

その他

計 138,960,000 224,195,850 224,195,850

建物

構築物

その他

計

土地 905,510,550 905,510,550 905,510,550

その他

計 905,510,550 905,510,550 905,510,550

土地 905,510,550 905,510,550 905,510,550

建物

構築物

建設仮勘定 85,235,850 138,960,000 224,195,850 224,195,850

その他

計 990,746,400 138,960,000 1,129,706,400 1,129,706,400

ソフトウエア

その他

計

長期貸付金 6,720,000 6,720,000 6,720,000

その他

計 6,720,000 6,720,000 6,720,000

有形固定
資産
(償却費損
益内)

有形固定
資産
(償却費損
益外)

非償却資産

有形固定
資産合計

無形固定
資産

投資その
他の資産

(1) 固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第85 特定の償却資産の減価に係る会計処理」によ
る損益外減価償却相当額も含む。）の明細

資産の種類
期首
残高

当期
増加額

当期
減少額

期末
残高

減価償却累計額 差引当期末
残高

摘要
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(2) たな卸資産の明細 

該当事項はありません。

(3) 有価証券の明細 

該当事項はありません。

(4) 長期貸付金の明細 

【単位：円】

(5) 長期借入金の明細

【単位：円】

(6) 引当金の明細 

【単位：円】

(7) 資産除去債務の明細 

該当事項はありません。

(8) 保証債務の明細 

該当事項はありません。

(9) 資本金及び資本剰余金の明細 

【単位：円】

当期減少額
摘要期末残高

計 6,720,000 6,720,000

6,720,000

回収額 償却額
期首残高 当期増加額

平成23年度奨学金 6,720,000

区分

摘要

平成23年度東金九十九
里地域医療センター事業
長期借入金

1,396,400

区分 期首残高

1.9%

平成54年
3月20日

実施設計
業務委託

計 905,500,000 138,900,000 1,044,400,000

期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 利率

138,900,000 138,900,000 1.7%

返済期限 摘要

平成22年度東金九十九
里地域医療センター事業
長期借入金

905,500,000 905,500,000
平成53年
3月20日

土地購入

区分

摘要

当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

70,093,585

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

計 95,235,850 95,235,850

退職給付引当金 476,000 920,400

資
本
金

東金市

九十九里町 25,142,265 25,142,265

70,093,585

資
本
剰
余
金

資本剰余金 10,550 10,550

運営費負担金 10,550 10,550

計 10,550 10,550

損益外減価償却累計額

差引計 10,550 10,550
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(10) 積立金等の明細及び目的積立金の取り崩しの明細 

(10) -1　積立金及び目的積立金の明細 【単位：円】

(10) -2　目的積立金の取り崩しの明細

該当事項はありません。

(11) 運営費負担金債務及び運営費負担金収益の明細 

(11) -1　運営費負担金債務 【単位：円】

(11) -2　運営費負担金収益 【単位：円】

(12) (運営費負担金以外の)地方公共団体等からの財源措置の明細 

該当事項はありません。

(13) 役員及び職員の給与の明細 

【単位：千円・人】

(注1) 非常勤の役職員については、外数として(　)で記載しました。

(注2) 役員報酬については、｢地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター役員報酬等規程」に基づき支給しています。

(注3) 上記明細には、法定福利費を含めていません。

(14) 開示すべきセグメント情報 

該当事項はありません。

219,408,419計 229,484,196 212,617,869 6,780,000 10,550

平成23年度 1,972,567 185,751,104 170,867,894 6,780,000 177,647,894 10,075,777

期末残高
運営費負担金収益

資産見返運
営費負担金

資本剰余金 小計

41,749,975 10,550

交付年度 期首残高
負担金当期

交付額

当期振替額

41,760,525 1,972,567

業務等区分  平成22年度支給分 合計

期間進行基準 41,749,975 212,617,869

平成22年度 43,733,092

費用進行基準 0

計 41,749,975 212,617,869

区分
報酬又は給与 退職手当

支給額 支給人員 支給額 支給人員

役員
(625) (4)

20,541 1

職員
(2,223) (3)

86,515 12

計
(2,848) (7)

107,056 13

職員給与については、「地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター職員給与規程」、｢地方独立行政法人東金九十九
里地域医療センター職員給与規程｣、「地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの任期付職員の採用等に関する
規程」、｢地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター派遣職員就業規則｣及び｢地方独立行政法人東金九十九里地域
医療センター非常勤職員就業規則」に基づき支給しています。

 平成23年度支給分

170,867,894

170,867,894

法第40条第1項積立金 0 2,074 2,074

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘要
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(15) 上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細 

(15) -1　現金及び預金の明細 【単位：円】

(15) -2　医業外未払金の明細 【単位：円】

(15) -3　預り金の明細 【単位：円】

(15) -4　一般管理費の明細 【単位：円】

会議費 4,710

印刷製本費 131,250

租税公課 4,383,961

負担金 296,500

支払寄付金 5,000,000

区分 期末残高 摘要

普通預金 24,512,039

定期預金 21,396,400

計 45,908,439

区分 期末残高 摘要

手当及び報酬 594,900

法定福利費 377,876

旅費交通費 7,200

その他(委託料等) 23,095,896

計 24,075,872

区分 期末残高 摘要

共済掛金等預り金 92,990

社会保険料預り金 239,431

計 332,421

科目 金額

一般管理費

給与費

給料及び手当 86,514,890

役員報酬及び手当 21,166,840

124,796,381

経費

その他報酬及び手当 2,422,060

退職給付費用 920,400

通信運搬費 120,855

旅費交通費 1,022,592

消耗品費 238,663

29,267,666

一般管理費合計 154,064,047

委託料 17,266,620

手数料 190,221

雑費 29,790

消耗備品費 582,504

法定福利費 13,772,191
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【財務諸表附属資料1】

決 算 報 告 書

平成23年度

(第2期事業年度)

自　平成23年4月 1日

至　平成24年 3月31日

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター

【単位：円】

予算額 決算額
差額

(決算額-予算額)
備考

収入

営業収益 176,000,000 162,167,257 △ 13,832,743

医業収益

運営費負担金収益 172,000,000 162,167,257 △ 9,832,743

補助金等収益 5,000,000 △ 5,000,000

営業外収益 21,000,000 16,829,742 △ 4,170,258

運営費負担金収益 21,000,000 16,803,847 △ 4,196,153
長期借入れに係る利率が予算を下回ったため、
支払利息が予算額を下回ったことによる。

雑益 25,895 25,895 利息の受取り等による。

資本収入 172,000,000 145,680,000 △ 26,320,000

資本金収入

運営費負担金収入 6,780,000 6,780,000
長期貸付金(奨学金)に充当したこと等によ
る。

補助金収入

長期借入金 172,000,000 138,900,000 △ 33,100,000
実施設計業務委託費が予算額を下回り、
借入額が減少したことによる。

その他の収入

計 369,000,000 324,676,999 △ 44,323,001

支出

営業費用 176,000,000 154,064,047 △ 21,935,953

医業費用

一般管理費 176,000,000 154,064,047 △ 21,935,953

給与費 128,000,000 124,796,381 △ 3,203,619
非常勤職員報酬の執行額が予算額を下
回ったことによる。

経費 48,000,000 29,267,666 △ 18,732,334
奨学金等の執行額が予算額を下回ったこ
とによる。

雑支出

営業外費用 21,000,000 16,803,847 △ 4,196,153

支払利息 21,000,000 16,803,847 △ 4,196,153
長期借入金に係る利率が予算を下回った
ことによる。

資本支出 172,000,000 145,680,000 △ 26,320,000

建設改良費 172,000,000 138,960,000 △ 33,040,000
実施設計業務委託費が予算額を下回っ
たことによる。

長期貸付金 6,720,000 6,720,000 奨学金による。

その他の支出

計 369,000,000 316,547,894 △ 52,452,106

0 8,129,105 8,129,105

(注2)上記の数値は、消費税込みの金額を記載しています。

平成23年度決算報告書

区分

単年度資金収支
(収入-支出)

(注1)決算額は、収入については現金預金の収入額に期首期末の未収金額等を加減算したものを、支出につい
ては現金預金の支出額に期首期末の未払金額等を加減算したものを記載しています。
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【財務諸表附属資料 2】 

 

 

平成 23 年度 

事 業 報 告 書 

 

 

 

自 平成 23 年 4 月 1 日 

至 平成 24 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 
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 第９ 料金に関する事項                            40 

 第１０ その他業務運営に関する重要事項（平成 23 年度）            40 
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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの概要 

１．現況 

(1) 法人名 

   地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 

(2) 本部の所在地 

   千葉県東金市東岩崎１番地１ 

(3) 設 立：平成２２年１０月１日法人設立 

(4) 役員の状況(平成２４年３月３１日現在) 

理事長：平澤 博之 

理 事：石原 照子、原田 修、篠崎 純（非常勤）、横須賀 收（非常勤）、 

    大川 昌権（非常勤） 

監 事：白土 英成 

 (5) 職員数(平成２４年３月３１日現在) 

    常勤職員：１２ 非常勤職員：１ 

 

２．設置・運営予定病院 

(1) 病院の概要 

病院名：東千葉メディカルセンター（平成２４年３月２３日病院名変更） 

所在地：千葉県東金市丘山台三丁目６番２ 

開 院：平成２６年４月１日開院予定 

病床数：３１４床（救命救急センター（ＩＣＵ：１０床・ＨＣＵ：１０床）、一般

２９４床）（開院時１４６床） 

診療科： ２２科 

医 師： ５６人（開院時 ３０人 研修医含む。） 

看護師：２８６人（開院時１２９人） 

(2) 基本理念 

患者の権利を尊重し、救急医療・急性期医療を核とした地域中核病院として地域

住民に信頼される高度で安全な医 

療を行います。 

(3) 基本方針 

○ 救命救急センターを併設して２４時間、３６５日の救急医療の提供を行います。 

○ 高度な専門医療の提供を行い、地域住民の生命と健康を守ります。 

○ 常に安全・安心の医療を行います。 

○ 患者の権利を尊重し、常に患者第一の医療提供を行います。 

○ 医療連携を推進し、地域の患者により良い医療を提供します。 

○ 地域の中核病院として、地域医療機関と密接な連携を図ります。 

○ 医療従事者の教育・研修に努め、継続的に地域における医療の質の向上を図り

ます。 

- 33 - 
 



○ 千葉大学医学部・同附属病院と密接に連携して診療を行います。 

○ 健全経営に努めるとともに、生き生きとした職場づくりに努めます。 

○ 地域の保健・医療に貢献するため、地域中核病院としての役割を担います。 

 

３．東千葉メディカルセンターの位置づけ 

山武長生夷隅保健医療圏の主要疾病（がん、心疾患、脳血管疾患）死亡数は、全県

と比較して多い状況だが、その一方で治療に当たる医師や看護師をはじめとする医療

従事者数は、全県と比較して少ない状況にある。 

山武地域の救急搬送状況（山武郡市消防本部管内）をみると、平成１８年から平成

２２年まで、救急患者の４０％前後が圏域外の医療機関に搬送される状況が続いてい

る。 

また、本医療圏には救命救急センターが整備されていないため、重篤救急患者は、

印旛あるいは香取海匝、安房、千葉圏域などの三次救急医療機関に依存しており、三

次救急医療体制の確立が急務となっている。 

こうした現状を踏まえ、山武長生夷隅保健医療圏における救急医療を中心とした医

療提供体制の整備は不可欠であり、東千葉メディカルセンターが提供する医療は救急

医療・急性期医療を軸とし、また、地域における救急医療機関相互の連携体制を確保

するための中核病院として機能することが求められている。また、救急以外の疾病に

対しても中核病院としての役割を担うことが期待されている。 

 

平成２３年度における全体的な状況 

１． 平成２３年度の総括と課題 

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターは、平成２２年１０月１日に設立

され、平成２２年度から平成２５年度までを中期目標・中期計画の期間として事業を

推進し、平成２６年４月１日の開院を目指している。 

平成２２年度から平成２５年度までの中期目標・中期計画の期間は、病院開院に向

けた準備期間にあたることから、病院建設に係る設計、建設事業を行うとともに、医

師・看護師等の人材の確保を図り、病院運営の仕組みを構築し、併せてこれらを推進

するための資金の確保・調達をしていかなければならない重要な期間にあたる。 

平成２３年度は、前年度よりも法人役員(理事)及び法人職員を増員し、業務執行体

制の充実強化を図ってきた。また、これまで法人名称と病院名称とを同一名称として

きたが、当該医療圏で唯一の三次救急を担う医療機関として周辺地域との連携・協

力・支援を得ていく上で広域性のある名称にするため、また所在地がわかりやすく、

かつ覚えやすい名称とするため、設立団体の理解を得て、平成２４年３月２３日付け

で病院名を「東千葉メディカルセンター」に変更した。 

医師確保については、千葉大学医学部において平成２４年度に向けた特任教授の公

募と選任が行われるとともに、看護師確保についても、平成２４年度に向けた採用募

集を行い、また、看護学生への奨学金の募集も行い、おおむね当初の見込みを達成す
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ることができた。 

平成２３年度の主要事業のひとつである実施設計委託業務については、予定どおり

完了するとともに、建築確認その他の法手続きも行ってきた。建設工事の発注につい

ては、平成２４年３月２７日に当該工事の入札を予定していたが、不調となったため、

設計の見直し等を行い、再入札の準備を進めた。 

平成２４年度は、再入札の準備を迅速に進め、早急に工事施工業者を選定するとと

もに、工事が円滑に進捗するよう周辺の住民や企業に説明会等を行うとともに、工事

の安全確保、近隣迷惑の防止等に努め、計画どおり東千葉メディカルセンターの建設

工事を推進することとする。 

（注：建設工事については、再入札により平成２４年４月２６日に㈱大林組が落札

し、翌２７日に契約した。） 

 

２． 大項目ごとの特記事項 

 第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質に関する目標を達成するた 

めとるべき措置 

 ・設立団体より引き継いだ『地域医療センター基本設計図書』及び『地域医療センタ

ー建築敷地地質調査報告書』に基づき、平成２３年度年度計画で定めた病院本棟ほ

か附属施設の実施設計図書の作成を完了した。 

・建設工事の発注にあたり有識者等の意見を聞くため、「建設工事発注検討委員会」を

設置した。当該委員会の提言を踏まえ、発注方法については、病院本棟ほか附属施

設を含め一括発注とし、制限付き一般競争入札によることとした。 

・平成２４年３月２７日に建設工事の入札を予定していたが、不調となったため、設

計の見直し等を行い、再入札の準備を進めた。（注：再入札により平成２４年４月

２６日に㈱大林組が 8,179,500 千円で落札し、翌２７日に同額にて契約した。） 

・医師確保については、千葉大学医学部において平成２４年度に向けた特任教授の公

募と選任が行われた。 

・看護師確保については、平成２４年度採用予定者の公募を行い、予定数の採用を行

った。 

・看護学生に対する奨学金については、平成２３年度分に係る応募者は予定数に満た

なかったが、平成２４年度分については、予定数を上回る応募申請があり、看護学

生の確保もおおむね予定どおり進捗している。 

・医師会その他各種の医療関係団体に加入し、今後、地域医療連携を進めるための環

境づくりを推進した。 

 

 第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

・医療情報システム導入業務作業実施計画書に基づき、医療情報システム基本計画書

を策定した。 

・政令８業務を含む外部委託に関する基本方針に基づき、業務委託基本計画を策定し
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た。 

 

 第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

・病院本棟ほか附属施設の設計にあたっては、公立病院改革ガイドラインを踏まえ整

備費の抑制を考慮した設計内容とした。 

・人事労務制度基本設計書に基づき非公務員による運営であることを踏まえた給与制

度とするため、未整備であった医療職関係の給与規程等を整えた。 

 

 第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置、予算・収支

計画・資金計画等 

・東金市及び九十九里町からの貸付金・負担金を財源として実施設計業務を委託し、

病院本棟ほか附属施設の実施設計図書の作成が完了した。(実施設計業務委託金額

138,960 千円) 

・医療センターニュースを発行するほか、新たにホームページを立ち上げ、地域に対

する広報の環境を整えた。(平成２３年度末ホームページアクセス件数 約３８，０

００件) 

 

 

平成２３年度における項目別の状況 

 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとる

べき措置 

１．医療センターの医療機能 

・組織体制の強化、関係諸規程の追加整備及び見直し等を図り、地域の中核病院とし

ての医療機能及び４疾病、４事業に対応した医療機能を確保するための人員体制等

を整えた。 

理事(Ｈ２２) ３人→(Ｈ２３)  ５人 

職員(Ｈ２２) ４人→(Ｈ２３)１２人 

・基本設計に基づき、千葉大学医学部・同附属病院と連携し、４疾病４事業にも対応

可能な医療機能を有する実施設計図書を作成した。 

 

 ２． 医療センターの施設整備 

・設立団体より引き継いだ『地域医療センター基本設計図書』及び『地域医療センタ

ー建築敷地地質調査報告書』に基づき、病院本棟ほか附属施設の実施設計図書を作

成した。 

・建設工事の発注にあたり有識者等の意見を聞くため、「建設工事発注検討委員会」を

設置した。 

・建設工事発注検討委員会の提言を踏まえ、発注方法については、病院本棟ほか附属

施設を含め一括発注とした。 
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・施工者選定方式については入札参加資格は単独、ＪＶを問わない制限付き一般競争

入札を採用し、低入札の際の品質確保の担保として低入札価格調査及び瑕疵担保責

任期間を５年とした。また施工者の技術を生かしたコスト低減を図るため契約時交

渉方式を採用した。 

・建設工事の発注については、平成２４年３月２７日に当該工事の入札を予定してい

たが、不調となったため、設計の見直し等を行い、再入札の準備を進めた。 

(注：建設工事については、再入札により平成２４年４月２６日に㈱大林組が

8,179,500 千円で落札し、翌２７日に同額にて契約した。) 

・都市計画法第２９条の規定に基づく開発行為許可申請の手続きを行った。 

(平成２３年１０月１３日当初許可） 

(平成２４年２月２０日変更許可） 

・建築基準法第６条の規定に基づく建築確認申請の手続きを行った。 

(平成２４年４月３日確認通知） 

・医師・看護師宿舎については、利用者の安全性に配慮するとともに、プレハブ形式

を採用した。 

・保育所、医師・看護師宿舎については、住環境・防犯に配慮した実施設計とした。 

・工事実施に必要な全体工程表を作成した。 

その他 

・外来部門を中心として、ユニバーサルデザインを採用する実施設計とした。 

・病院機能の将来的な拡充やプラン変更に対応できる実施設計とした。 

・障害者にも使いやすい病院とするため平成２３年８月１１日に障害者福祉団体連絡

協議会と意見交換を行った。その際の意見も参考として実施設計を行った。 

・ドクターヘリ・ヘリポートは航空法に適合し、かつ敷地内において可能な限り地域

住民の住環境への影響の少ない進入及び着陸空域を設定した。 

 

３． 医療センターの設備整備 

病院本棟及びエネルギー棟の設備整備は基本設計に基づき、次により実施設計を行な

った。 

・イニシャルコスト、ランニングコストを検討した結果、空調ポンプ、外気調和機等

について省エネルギー設備を導入することとした。 

・各部門の機能、部屋の広さ、役割に対応した設備容量とした。 

・諸室内の医療機器配置等に対応した衛生器具、空調機器を配置した。 

・諸室の機能に対応するよう医療ガスアウトレットの配置を行った。 

・災害時の医療活動を考慮し、エネルギー源の多重化を図った。 

・メンテナンス性や使い勝手を考慮した設備仕様の決定、配置を行った。 

・災害に対応した非常用電源としての設備容量を算出し採用した。 

・医療機器整備計画に基づき、什器備品配置案の作成及び選定、発注ルールの検討を

行った。 

・医師看護師宿舎の設備整備は、火災、事故等を予防でき、医師、看護師の多様な勤
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務形態にも使いやすい設備とした。 

・院内保育所の設備整備は、体調不良児の保育にも対応可能で、安全性、快適性に配

慮した空調、衛生設備を配し、火災、事故等を予防できる安全な設備とした。 

・医師に関しては、医師派遣システム導入のため、千葉大学医学部・同附属病院と共

同して、臨床教育センターの設置事務を進めた。 

・平成２４年度採用予定看護師の募集を行い、予定数５人の採用を行った。また、平

成２４年度以降の採用看護師の研修を行うため、受入先予定の千葉大学医学部附属

病院と協議を行い研修のための体制を整えた。 

・看護師に関しては、看護部長の就任により募集体制を整え、全国の看護師養成施設

等を訪問し、奨学金制度の説明を含め、募集活動を実施した。 

    訪問施設総数 ８３施設 

    奨学金給付者 ８人(計画１５人) 

奨学金受給者８人の内訳  

平成２４年４月採用予定 １人 

      平成２５年４月採用予定 ３人 

      平成２６年４月採用予定 ４人 

（平成２３年度に東金市看護師養成奨学資金貸付条例が制定され、医療センター

に係る奨学金制度が別に整えられ、平成２４年度から城西国際大学看護学部学生

１５人が奨学金の給付を受けることとなった。） 

・認定看護師資格取得支援として６人分を公募したが、平成２３年度内での応募はな

かった。当該制度については、平成２４年度も引き続き行うこととする。 

・平成２８年度までの「医師、看護師、コメディカル職員、事務職員」についての各

採用計画を策定し、人材確保の基盤とした。 

・平成２３年度から医師会等との連携の基本となる山武郡市医師会、千葉県医師会、

日本医師会に加入した。 

・平成２４年２月１３日に地域医療の協議組織である山武地域医療協議会に加入した。 

・千葉県、県病院局、千葉大学医学部附属病院等と地域連携その他を今後協議してい

くための連携協議会設立に向けた事前協議を行った。 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１．効率的で財政上も健全な運営方法の確立 

・医療情報システム導入業務作業実施計画書に基づき、医療情報システム基本計画

書の策定及び調整を行った。 

・政令８業務を含む外部委託に関する基本方針に基づき、業務委託基本計画を策定

した。 

 

２．魅力ある人事・給与制度の確立 

・医療職(看護師)の給与制度を整えるため、人事労務制度基本設計書に基づき給与規

程等を整備した。 
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３．会計制度の整備と運用 

・建設工事の契約を踏まえ、契約規程の一部を改正した。財務会計を基本である手作

業による伝票方式の帳簿からパソコンにより集計する帳簿方式に改めた。 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．健全な経営基盤の確立 

(1) 権限と責任の所在を明確にした組織の確立 

前年度に引き続き、病院開設後必要となる組織計画を策定するため、組織規程等の一

部改正や必要な検討等を行った。 

(2) 経営情報システムの構築 

医療情報システム導入業務作業実施計画書に基づき、医療情報システム基本計画書

の策定及び調整を行った。                      （再掲） 

 

２．支出の適正化 

(1) 建築費関連 

公立病院改革ガイドラインを踏まえ、整備費の抑制を考慮した設計内容とした。 

(2) 人件費関連 

医療職(看護師)の給与制度を整えるため、人事労務制度基本設計書に基づき給与規

程等を整備した。                          （再掲） 

(3) 経営シミュレーションの実施 

本年度においては収支シミュレーションの見直しを必要とする大きな制度変更がな

かったため見直しは実施していないが、引き続き、必要に応じてのシミュレーション

は行うこととする。 

 

第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置 

１．実施スケジュールの確立 

・事務執行体制の充実強化を図るため、人員体制等を整えた。 

理事(Ｈ２２) ３人→(Ｈ２３)  ５人 

職員(Ｈ２２) ４人→(Ｈ２３)１２人              (一部再掲) 

・東金市及び九十九里町からの貸付金・負担金を財源として実施設計業務を委託し、

病院本棟ほか附属施設の実施設計図書の作成が完了した。(実施設計業務委託金額

138,960 千円) 

・実施設計と並行し、千葉大学医学部と臨床教育センターの設置に係る事務協議を進

めた。 

・看護師に関しては、看護部長の就任により募集体制を整え、全国の看護師養成施設

等訪問し、奨学金制度の説明を含め、募集活動を実施した。 

    訪問施設総数 ８３施設 

    奨学金給付者 ８人(計画１５人) 
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奨学金受給者８人の内訳  

平成２４年４月採用予定 １人 

      平成２５年４月採用予定 ３人 

      平成２６年４月採用予定 ４人                 (再掲) 

・認定看護師資格取得支援として６人分を公募したが、平成２３年度内での応募はな

かった。当該制度については、平成２４年度も引き続き行うこととする。  (再掲) 

・平成２８年度までの「医師、看護師、コメディカル職員、事務職員」についての各

採用計画を策定し、人材確保の基盤とした。               (再掲) 

 

２．財政負担の原則 

東金市及び九十九里町からの貸付金・負担金を財源として実施設計業務を委託し、

病院本棟ほか附属施設の実施設計図書の作成が完了した。(実施設計業務委託金額

138,960 千円)                             (再掲) 

 

 ３．地域に対する広報等 

・医療センターニュース（１回発行）を発行するほか、新たにホームページを立ち上

げ、地域に対する広報の環境を整えた。(平成２３年度末ホームページアクセス件数 

約３８，０００件) 

・看護師募集その他については、設立団体の発行する広報も活用し、柔軟な広報活動

を推進した。 

・薬剤師会、住民団体、障害者団体等からの要請に応じて適宜に説明会を開催した。 

 

第５ 予算(人件費の見積もりを含む)、収支計画及び資金計画 

 省略(財務諸表等による) 

 

第６ 短期借入金の限度額 

 平成２３年度における短期借入金はない。 

 

第７ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

 平成２３年度においては、重要な財産の譲渡等に関する計画はない。 

 

第８ 剰余金の使途 

 平成２３年度においては、該当する剰余金はない。 

 

第９ 料金に関する事項 

 平成２３年度においては、該当する料金はない。 

 

第１０ その他業務運営に関する重要事項（平成 23 年度） 

 (1) 施設及び設備に関する計画 
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  「第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成

するためとるべき措置」で記載したとおり計画どおり実施した。 

(2) 積立金の処分に関する計画 

  平成２３年度においては、積立金の処分に関する計画はない。 
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